
 

 

和歌山の公害対策 ―高度経済成長の光と影― 

 

 

 

 

【資料 1】 『県民の友』昭和 46年 3月号   ＊資料全体のデジタル画像を見る 

 

                       

 

【資料 2】 『県民の友』昭和 53年 6月号   ＊資料全体のデジタル画像を見る 

 
 

 

 

１ 資料 
 

和歌山県立文書館「授業で使える和歌山の資料」 

 

第二次世界大戦後の日本は、重化学工業を中心に高度経済成長を遂げた一方、全国各地で公害問題が

深刻な状況となり、全国各地の地域住民が声を上げ、行政・企業が公害対策に取り組むようになりま

す。和歌山県の広報紙『県民の友』の記事から、和歌山における公害対策の動きをみます。 

1 

https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/kyouiku/kogai/index.html
https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/kyouiku/kogai/index.html


2 

    

 

（１）高度経済成長と公害 

 1950 年代半ば以降、日本経済は高度経済成長と呼ばれる飛躍的な成長を遂げました。日本は、

1964(昭和 39)年に東京オリンピック、1970(昭和 45)年に日本万
ばん

国
こく

博
はく

覧
らん

会
かい

（大阪万
ばん

博
ぱく

）を開催し、第

二次世界大戦後の経済復興を国内外に印象付けました。さらに 1968(昭和 43)年、日本は国内総生産

（GNP）が資本主義国でアメリカに次ぐ 2 位となり、経済大国への道を歩み始めました。 

 一方、急速な経済成長の影で、四大公害をはじめとする公害が発生し、健康を損ねる住民や亡くな

った住民が多くいました。住民は、企業や行政が公害と向き合うように要求する運動を起こしました。

その結果、公害を批判する世論が高まり、1967(昭和 42)年に公害対策基本法が制定されました。 

（２）和歌山の公害 

和歌山県でも紀北地域に臨海工業地帯がつくられ、鉄鋼業・石油

化学工業などが発展しました。当初は日中戦争の軍需によって和歌

山市の紀の川河口北岸に建てられた住
すみ

友
とも

金属工業和歌山工場（現・

日本製鉄和歌山製鉄所和歌山地区）は、ピーク時の 1970(昭和 45)

年には日本の粗鋼生産量の約 1 割である約 900 万トンの粗鋼を生

産していました。その結果、工場周辺の河
か

西
せい

地区の人口は増加していました。 

一方、工場は住宅地に近接しており、大気汚染、騒音、海域における環境汚染等の公害が発生しま

した。当時の新聞記事には「工場から出る煙やホコリ、ガスなどが、今春からとくにひどく、せんた

く物には色がついてしまうほか、鉄粉で畳はザラザラ。ひどいホコリは食器戸ダナやタンスの底まで

入込むし、悪臭のため、夏でも戸をしめ切ったままだという。」、「昨年和歌山地方行政監察局が調査し

たところ、松江小児童には気管支をおかされる児童も多くなって来ていると指摘」（「朝日新聞和歌山

版」1962 年 9 月 28 日）と工場周辺に住む人々に被害が及んでいることが記されています。 

これらの被害に対して、工場周辺の住民は、各地区の自治会単位で公害反対運動1を起こしました。

住民は企業に対する交渉のほか、和歌山県・和歌山市に対しても公害規制に取り組むように要望を行

っています。これらの住民の行動を受けて、1971(昭和 46)年に和歌山県・和歌山市と住友金属工業は

公害防止協定を締結し、下記の対策を行ったことで現在では改善されています。 

（３）本資料について 

 『県民の友』は、昭和 22(1947)年から現在まで発行が続けられている和歌山県の広報紙です。 

資料 1 は、『県民の友』昭和 46(1971)年 3 月号に掲載された和歌山県の公害対策についての県民の

寄稿文です。和歌山県・和歌山市と住友金属工業との間で結ばれた公害防止協定に関する記述があり、

硫黄酸化物に関して国より厳しい県独自の基準を定めたとあります。また、「住民参加をおりこむ」と

の記述は、公害防止協定の覚書の「職員が立入検査（調査を含む。）を行なう場合、被害地域住民から

職員に同行する旨甲に申請があれば、甲、乙協議のうえ、これを同行させることができるものとする。」

2との項目を指し、実際に被害を受けている住民に配慮した内容となっています。 

資料 2 は、公害防止協定の改定を知らせる『県民の友』昭和 53(1978)年 6 月号の記事です。住友

金属工業以外にも、東
とう

亜
あ

燃料工業株式会社和歌山工場（現有田市初島町）、丸
まる

善
ぜん

石油下津製油所（現海

南市下津町）、関西電力海南発電所（現海南市）とも協定を改定したと記しています。また、改定によ

り有害物資排出の総量規制を実施するなどの和歌山県の公害対策を県民に広めようとしています。 

                                                   
1 1969(昭和 44)年には、二

に

里
り

ヶ
が

浜
はま

海岸の埋立工事に住民が反対し、和歌山県に対して請願を出し、県議会のある県庁北別館入口に座り込

み、絶食をして抗議するハンガーストライキを行いました。この出来事は、全国的にも注目され、国会でも取り上げられました。 

2 職員は和歌山県・和歌山市の職員のこと、甲は和歌山県・和歌山市、乙は住友金属工業のこと。 

２ 解説 
 

和歌山市河西地区の人口動態 

（出典：香川雄一「和歌山における公害反対運動の地域的展開」） 
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 中学校社会〔歴史的分野〕の場合…C近現代の日本と世界 

高度経済成長や地球環境問題への対応について、身近な地域の事例をもとに公害を起こさない

取組がどのように行われてきたのか学ぶことができます。 

 歴史総合の場合…Dグローバル化と私たち 

   D(2)冷戦と世界経済において、1960 年代以降、経済成長した国で共通する公害問題の身近な

資料として活用できます。さらに現在の環境問題への取り組みを取り上げ「高度経済成長期の公

害問題と現在の環境問題への取り組みで共通する点、異なる点は何だろう。」と問いかけ、高度経

済成長期の公害問題と現在の環境問題がつながっていることに気付かせつつ、現在ではグローバ

ル化が進み、多国間での協議の重要性が高まっていることを学ぶことができます。 

 日本史探究の場合…D近現代の地域・日本と世界 

D(3)近現代の地域・日本と世界の画期と構造では、地域社会に着目することが重視されている

ため、日本経済の発展と影響を地域社会の視点から考察する際の資料として活用できます。例え

ば、「あなたは工業による経済成長はどのようにあるべきだと考えるか。」と問いかけ、経済成長

のメリットを踏まえつつ、公害を生まない取り組みを資料から考えることができます。 

 公共の場合…C持続可能な社会づくりの主体となる私たち 

 地球環境問題について探究する活動の際、身近な地域の環境問題の歴史的背景を探る資料とし

て活用できます。例えば、「私たちは、地球環境を守る持続可能な社会の仕組みづくりにどのよう

に関わることができるか。」という問いを立て、解説シートから身近な地域の人々の公害問題に対

する行動や、資料 1 から県民の考えを読み取り、問いに対する自らの考えを形成するときの参考

にすることができます。 

・【資料 1】和歌山県知事室広報課所蔵 『県民の友』昭和 46 年 3 月号 

・【資料 2】和歌山県知事室広報課所蔵 『県民の友』昭和 53 年 6 月号 

 ※詳細については、「県民の友｜和歌山県歴史資料アーカイブ」をご覧ください。 

 
・水俣病歴史考証館ホームページ      ・水俣市立水俣病資料館ホームページ 

・四日市公害と環境未来館ホームページ   ・イタイイタイ病資料館ホームページ 

・新潟県立環境と人間のふれあい館～新潟水俣病資料館～ホームページ 

・「和歌山県・和歌山市と住友金属工業との公害防止協定および覚書」（国立国会図書館デジタルコレ 

クション）               ・和歌山県の大気環境ホームページ 

 
・和歌山県史編さん委員会編『和歌山県史 近現代 2』和歌山県、1993 年 

・住友金属工業株式会社社史編集委員会編『住友金属工業最近十年史昭和四十二年―五十二年』住友 

金属工業株式会社、1977 年 

・梶川哲司『和歌山の公害－海岸線の埋立て開発をめぐって』ウイング出版部、2017 年 

・香川雄一「和歌山における公害反対運動の地域的展開」人文地理学会『人文地理』第 55 巻、2003

年、pp.43-57 

３ 活用のポイント 
 

４ 出典 
 

５ 関連資料・ウェブサイト等 
 

６ 参考文献 
 

https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/monjyo/archive/gyousei/kenmin.html
https://www.minamatadiseasemuseum-jp.net/
https://minamata195651.jp/index.html
https://www.city.yokkaichi.mie.jp/yokkaichikougai-kankyoumiraikan/
https://www.pref.toyama.jp/1291/kurashi/kenkou/iryou/1291/index.html
http://www.fureaikan.net/minamata/
https://dl.ndl.go.jp/pid/2232164/1/29
https://dl.ndl.go.jp/pid/2232164/1/29
https://taiki-kanshi.wakayama.jp/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjhg1948/55/1/55_1_43/_pdf/-char/ja
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjhg1948/55/1/55_1_43/_pdf/-char/ja

